
（2）構造種別比較表
　本計画における上部架構の構造種別比較表を示します。

　構造種別の比較は、上部架構（基礎梁含む）で行いました。ただし、鉄骨造は外壁を鉄筋コンクリート壁に
できないため、ECP 板として比較しています。

（3）基礎工法比較表
　本計画における基礎工法は、地盤調査の結果から地盤改良工法または杭基礎工法が適していると考えられます。
建築物の規模として以下の工法により比較検討を行いました。

　地盤改良：深層混合処理工法（柱状改良工法）

　杭基礎　：既製杭工法

※：現状で鋼材納期が半年以上となっており、着工時期によっては鉄骨建方に影響が大きい。

市立美唄病院建替え　基本設計説明書【概要版】

６. 構造計画
（1）基本方針
　本市の中核的病院として災害拠点病院基準相当の構造安全性を確保するため、大地震時において構造体はⅠ類（構
造重要度係数Ｉ=1.50 以上）の耐震性能を有し、最大級の暴風時を想定した基準風速の 1.25 倍に対する耐風性能を
有することを目標とします。

　上部架構は鉄筋コンクリート造（一部、鉄骨造）とした耐震構造で計画します。

　基礎構造は、沖積礫質層（Ag層）を支持層とする地盤改良による直接基礎または、鉱石礫質層（Dg層）を支持
層とする杭基礎が考えられます。 良改盤地法工杭 杭基礎

概要

 セメント系固化材（固化材液）を注入しながら
原地盤と固化材液を攪拌混合することによって築
造する深層混合処理工法

 掘削・泥土化した孔内の地盤に根固め液と杭周
固定液を用いてソイルセメント状にした後、既成
コンクリート杭を沈設する工法

深さ 改良体長さ3.3m 杭長12.0m
00.1比トスコ 1.20
月ヶ1.1期工 1.0ヶ月

〇価評 △


